
近年、大型ショッピングセンターの増設により商店街数が減少傾向
にある。そのため商店街を再生させようとする活動が活発化してい
る。本研究では商店街各店舗の環境意識を調査しその各店舗に適し
た環境配慮活動を提案していく。また、来街者に対してもアンケー
ト調査を行いそれぞれが環境配慮活動に対して「行なってもよい・
協力してもよい」と回答した項目の中から合致したものを抽出・検
討・提案をしていく。

背景と目的
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対象地概要

今後の展望

対象地選定条件とその根拠

調査の概要

商業集積地は神奈川県に件存在する。その中で我々は近隣商店街に
着目し、いくつかの条件を設定して対象地を選定した。

今後の方向性としては、アンケート調査の結果から各店舗の経営
者と来街者の環境意識を把握する。また各店舖は環境配慮活動を
進んで行うと回答した項目が少なかった。そのため各店舗に少し
でも利益のある活動にすることで参加が見込めると考えられる。
それらを踏まえて、それぞれが環境配慮活動に対して「行なって
もよい・協力してもよい」と回答した項目の中から合致したもの
を抽出・検討・提案をしていく。

本研究は、横浜市南区に
位置する弘明寺商店街を
対象とする。弘明寺商店
街は1935年に開かれた
歴史ある商店街であり、
現在では近くに大型
ショッピング施設がなく
近隣住民からは欠かせな
い場所となっている。
左の図は対象エリア、左
の表は商店街に隣接する
地域住民詳細を示す。

商店街のアーケード内部

No. 選定条件
１ 売り上げが高い商店街であること
２ 商店街の最寄り駅の路線数が2本以内
３ 店舗数が50以上であること
４ 商店街周辺人口が5000人以上であること
５ 商店街周辺に大型ショッピング施設の有無
６ 高齢化率が15.00％以上であること

家庭エネルギー消費の実態調査
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結果、戸建住宅・集合住宅の1人2人
世帯における一人当たりのエネル
ギー消費量が多いことが分かった。
このことから、弘明寺商店街は集合
住宅の1人2人世帯が多く結果が出や
すいと考えたため、選定地とした。

各町丁の世帯数及び構成を以下の表に示す

対象地選定条件とその根拠

各町丁の高齢者世帯及び世帯構成割合

※（）内％は各町丁の高齢世帯数÷各町丁の世帯数により求めた。

参考文献:www.meti.go.jp/meti_lib/report/2012fy/E002203.pdf

弘明寺商店街商店街各店舗の解答 弘明寺商店街来街者の解答

商業者と来街者にアンケート調査を行うことで双方ができることや、やりた
いことなどを明確化することができた。その中でも上記のグラフは、双方が互
いにメリットを感じ行いたい活動や、逆にどちらかが行いたくないという活動、
またどちらも同程度の関心具合のグラフを並べた。
商店街が盛り上がるイベントの促進は双方メリットがあるため同様な回答結

果が得られた。しかし、エコ活動に関しては来街者の方が関心具合を多く示す
のに対し、店舗の方がエコ活動の活動内容に応じて賛否が分かれる結果となっ
た。この結果から、店舗側に来街者の関心度が高いエコ活動を推進していく提
案をすることができる。


